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補習授業校情報交換会 ＃7

やっぱり大変、1年生と幼稚園

・マイクのミュートを解除して
　お話しください。

各地の開始時刻
 2020年6月10日(水)

USハワイ     4:00AM
US太平洋     7:00AM
US山岳部     8:00AM
US中部  　   9:00AM
US東部 　 10:00AM
英国等          3:00PM

  （西ヨーロッパ）
仏独等　      4:00PM

  （中央ヨーロッパ）
タイ等          9:00PM
中国等        10:00PM
日本           11:00PM

＜画面の設定＞
右上／左上のボタンや画面スワイプで切り替わります。

スピーカー・ビュー
　 話している人が大きく見えます。

ギャラリー・ビュー
　 多くの参加者の表情が見えます。

出席者所属校
アイルランド
アルザス
イスタンブール
エドモントン
オースティン
大阪府
カールスルーエ
カルガリー
グアヤキル
クリーブランド
グリーンビル
グルノーブル
グレータールイビル
ケルン
コルマール
コロラド
コロンバス
サウスカロライナ

シュツットガルト
ジュネーブ
ダービーシャー
ダラス
中部テネシー
ディジョン
デユッセルドルフ
デンバー
ニューオリンズ
ニューポートニュース
ニュルンベルク
ハイデルベルク
ハワイレインボー学園
バンコク日本人学校
ハンブルク
ビエンチャン
ピッツバーグ
フィラデルフィア

プノンペン
プノンペン日本人学校
プリンストン
ヘルシンキ
ベルリン中央学園
ポートオブサクラメント
北東イングランド
香港
マーストリヒト
マルセイユ
ミネアポリス
目白大学
モントリオール
ユタ
リッチモンド
ロチェスター
ワシントン
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本日の予定 

1. 問題点の確認

2. 各校からのレポート

3. 質疑、コメント等

_______________________


（終了後）雑談タイム　15分

4人ぐらいのグループで自由懇談

・お時間のある方はご参加ください。

・グループはコンピュータが自動で分けます。


◆ これからの情報交換会の予定 
 ＃8       6月21日（日）「補習授業校の複式学級」 
 ＃9       7月  5日（日）「日本語で本を読ませる」（保護者も参加） 
＃10        （予定）　    「低学年の算数」 

（保護者の参加について）通常は、運営委員などの役職をお持ちの方に限らせていただきます。

　　　　　　　　　　　　テーマによって、保護者のご参加をお願いいたします。


ご意見・リクエスト等は、　nsassaykhm@me.com    佐々（海外子女教育振興財団）まで。


◆ウェブサイトをごらんください。
 AG5補習授業校情報交換会資料　https://www.ag-5.jp/post/detail/13
 AG5ウェブサイト　https://www.ag-5.jp
 補習校教員交流Facebook　https://www.facebook.com/groups/1664125650300837/
 海外子女教育振興財団（JOES）　https://www.joes.or.jp

◆ 出席者と連絡を取りたいとき
・ご希望をお知らせください。相手の方の許可がいただければ、メールアドレスをお知らせしま
す。


mailto:nsassaykhm@me.com
https://www.ag-5.jp/post/detail/13
https://www.ag-5.jp
https://www.facebook.com/groups/1664125650300837/
https://www.joes.or.jp
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ここが聞きたい！

・１年生と幼稚園の生徒の対応と日本語の教え方

・幼稚部から小学部１年への移行期、また小学１年から始めて補習校へ入学するお子さんへ、い
わゆる「入学テスト」なるものを実施されているのかどうか。その場合どういった試験、テスト
を行っているのか。ぜひ参考にさせていただきたく思います。

・国語と算数と生活の授業をオンラインでやってますが、生活は、みなさん、どうされているの
か知りたいです。各教科の工夫なども教えていただければ嬉しいです。

・あれもしてほしい、これもしてほしいと過大な要求をする保護者への対応

・皆様が国語の教科書をどの程度使用しているのか（ページ順に進めているのか等）をお伺いして
みたいです。

・遠隔授業、直接会うことのできない保護者とのかかわり方について情報を共有できればと考え
ております。

・オンライン授業を実施することで講師負担がどのくらい増えたか。それに対し学校はどのよう
な軽減案や救済案を取っているか。

・通常登校が再開され教室で授業を行えるようになった後に、今回のオンライン授業で活用した
ことを継続していくことがあればどんなことを継続していかれるか。

・今一番課題としてあがっているのが、通常の授業ができないことに伴うカリキュラムの遅れをど
のようにしていくか、ということです。夏休み明け以降も通常の教室での授業とはいかない可能
性も高く、そうなりますと授業時間の不足により年間のカリキュラムがこなしきれなくなってくる
かと思います。国語、算数各教科において、どの単元・活動を優先してどの部分を省略するかといっ
た課題選択のような部分を、他の補習校の先生方はどのようにされていらっしゃるのか、是非教
えて頂きたいと思っています。

・今年度が３年目で、１年生を担当するのは初めてです。
今年これだけは抑えておかないといけない、ここをできるようにしておくと後が楽になるような
ポイントがあれば教えて頂きたいです。
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各校から

🍀 ワシントン ********************************

ワシントン日本語学校では、小学１年生は30分国語ー20分休憩ー30分算数。というスケジュール
で、グループ①6名、グループ②7名に分かれてオンライン授業を行っています。
人数が少ないといえども、小1は全員の様子をいつも見ていなくてはいけないので、画面共有をし
てしまうと全員がなかなか見られないのが辛いところです。
普段、2コマで教える単元を30分でまとめているので、内容も早く、一方通行になりがちなのでな
るべく、発表の場を設けたり、画面に宿題を見せてもらったり、子供たちの興味をつなげていく
のが苦労しているところです。ある親御さんから、「お子さんが30分集中できない」と相談を受
けましたが、休憩時間に早めに集まりゲームをするなど、先生や友人に触れることで興味が上
がって、参加してくれるようになって欲しいとお話しました。
時間が足りないけれど、30分が限界。というのが現状です。

最近の1年生担任の中での悩みは、ノート指導です。オンライン授業では書く作業は確認がしっか
り出来ないため入れていません。しかし、8月に再開になった場合、ノート指導が全くなされてい
ないと困るという事で、先週、ノート書きを宿題として入れました。理由は、親御さんと一緒に
する事で書いている時に確認しながら進めて頂きたいという事と、間違えをその場で直せる言う
ことです。国語は平仮名学習も終わっていないので、算数のたしかめのページ（たしざんと文章
題）にしました。今度の土曜日に画面で見せてもらう事になっています。しっかり書けていると
いいのですが、、、
この指導に辺り、保護者にはノートのスキャンを配布して、それを参考にしながらお子さんと答え
を書いてくれるようにお願いしました。
国語のノート指導は、まだ出来ていません。聞き取りテストも行えていません。今後、この辺り
をどのようにオンライン授業で入れられるかを検討中です。
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🍀 コロラド *************************************

小1は12名の生徒に2時間（+30分の自由参加時間）のオンライン授業を行っていますが、生徒数
が多く（当校のなかでは、という意味ですが）、また限られた時間の中では教科書をこなすのが
いっぱいいっぱいです。

🍀 香港 *************************************

香港日本人補習授業校では2月から休校でしたが、4月に思い切ってZoomによるオンライン授業に
移行しました。教員研修、保護者への協力要請、オンラインでの生徒指導など様々な課題があ
り、現在でも毎回の授業で通信の問題や技術的な問題であたふたしておりますが、オンライン授
業も8回を終え、軌道に乗ってきました。香港はコロナの感染拡大も比較的落ち着いており、教育
局より休校解除の通知も出たので6月20日から対面授業を再開させます。今度はその安全対策、マ
ニュアル作りに追われている毎日です。 
オンライン授業をうまく活用すれば対面授業が叶わない状況下でも「学びをとめない」で日本語
学習ができることを、教員も保護者も児童たちも身をもって経験しましたので、今後心配される
デモによる休校などにもオンラインでどうにか対応していけるのではないかと考えているところで
す。 

🍀 グレータールイビル *************************************

     4月11日より小学年生から高校2年生までオンライン授業を行っております。2学期から一部対面
授業を再開出来る可能性があるの、その際には幼稚部も開園する予定です。小学1年生に付きまし
ては保護者の要望もあり2学期からオンライン授業を開始します。 

x-apple-data-detectors://0


情報交換会資料　6

🍀 エドモントン ********************************

前回ミーティングのグループ分けでサウスカロライナの谷田知穂先生とご一緒になりました。その
時谷田先生が長年1年生を教えられた経験から（現在は中1担任と言っておられた）日付を覚える
のに10人のインディアンの替え歌をつかうといいですよ、と教えて頂きました。ご存知ない方がい
らっしゃるかもしれませんのでサイトをお知らせいたします。
https://www.youtube.com/watch?v=ZJSy4fqc3a4

手前味噌ですみませんが、前回「ねことねっこ」授業
の後、「ねことねっこのペープサート」を生徒それぞ
れが作りました。子供たちは作った後、教科書の内容
を唱えたりしていました。教科書の内容を人形で具現
化するのは、とても興味、理解につながるな、と再認
識しました。私の場合、工作の時間を後半に持ってき
ています。
生徒は授業の後にあるこの工作の時間を大変楽しみに
していると感じています。また生徒の感情がみられる
時間とも感じています。対面での指導が必要と感じつ
つ、生徒が私のサンプルそっくりに作ろうと画面に張
り付いている様子をみますとオンラインの画面という
のは集中するのに適しているのかな、と感じました。
以上です。（もとださちこ）

🍀 デンバー ************************************

デンバー校は年中と年長組の幼稚園部もありまして、4月19日のオンライン授業スタート以降、各
教員が試行錯誤でオンライン授業及びSeesawというアプリを活用した家庭学習配信に取り組んで
おります。

🍀 ダラス *************************************

ダラス補習校は幼稚部の2年間で1年生に上がるための準備をいたします。年中でひらがな、数字
30までの読み、年長でひらがな、100までの数字の書きを習得するように限られた授業日数で頑
張っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在、グーグルクラスルームで資料や宿題を配信、Zoomでオンライン授業を進めております。
資料の中には、パワーポイントで作ったもの（これは学年の得意な先生にお願いしています。）
や問いかけ集を載せ、家庭学習に役立ててもらっています。参考になるかどうか分かりません
が、問いかけ集の一部を送ります。

https://www.youtube.com/watch?v=ZJSy4fqc3a4
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通常は小1生用に販売されているドリル（平仮名と数字練習）を幼稚部で一冊終了させ、小1に上
がる時には「平仮名と数字は一通り学習済み」というレベルまで持っていくそうです。そして授業
スピードの速い補習校学習についていかれるように事前準備とするとのことです。小1に入ってか
らも、平仮名はまた違う教材で一通りは学習するそうです。」
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2020年5月28日
ダラス補習授業校
佐藤　恵美

●初めに
　ダラス補習授業校では、3月中旬に発令された「自宅待機命令」（Stay at Order）により急な休
校を余儀なくされました。そして、非常に残念ではありましたが、卒園・卒業式や修了式等はす
べて取りやめとなり、そのまま昨年度を終了しました。その後、「このような状況で補習校とし
ては何をどこまで子ども達に出来るか？」の協議を重ね、今年度4月13日の新年度初日より現在に
至るまで、すべての学部においてオンラインによる対面授業を行っています。
　現在の各学部におけるリモート学習の状況は次の通りです。

●補習校としてGoogle Classroomを導入し、学習課題提示や提出物の回収、家庭との連絡等
のツールとして活用中。

学部 授業の様子 家庭学習

幼稚部 
・年中 
・年長

・一日の流れ 
（ZoomとGoogle Classroomの組み合わせで4時間分の授
業を設定している） 
・ Zoom学活 や授業の内容（対面の良さを生かす） 
　挨拶、呼名、言葉遊び、ゲーム、連絡事項など。 
　年長では、テーマを決めて自分の考えを発表する。 
　（例：「家の中にある赤いものを1分間で探して持っ 
　　　　て来てね。」→それについて、画面で見える
クラスの友達に向けてスピーチをする。 
・毎週Google Classroomへ掲載される授業動画の視聴： 
　紙芝居（毎週違う話）読み聞かせ、毎月の歌、ラ 
　ジオ体操、補習校の校歌、季節の工作、ひらがなや
数字指導（毎週）など。 
・毎週指示された課題に取り組む。 
◎子ども達の集中力を考慮して、30分後ごとに活動を
変えてなど配慮している。

・ひらがなと数字のドリル課
題やプリント類をPDFで担任へ
メール送信や、写真に撮影を
し、テキストメッセージとし
て携帯電話へ提出をする。 
・工作の成果物は、Zoom中に
画面で見せ合ったり、写真に
撮影したものをメールで提出
する。 

小学部 ・最初は、すべての教科（国語・算数・社会）の授業
動画やパワーポイント資料等による課題を作成し
Google Classroomへ掲載。 
・途中からは、1~6時間目まで時間割通りにZoomもし
くはGoogle Meetを使用し対面授業を実施中。 
・高学年では、リモート授業期間中は教科担任制を
取っており、複数クラスを同時に指導している。担当
教師が指導中に、もう一名の教師がZoomやGoogle 
Meetのホストを担い、接続に関するトラブルシュート
や児童からのチャットにとる質問に対応をする。（教
師2名がチームとなり40名程度の児童を一斉指導）

・ワークシートやノートに
行った宿題の画像をGoogle 
Classroomへ添付送信をする。 
・Google Classroom内でGoogle 
DocumentやGoogle Formへ直接
タイプをして提出をする。 
・各種ドリル類は校舎授業が
再開してから提出とし、それ
までは自宅で保管していく。
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【Google Classroomの利点】
・土曜日のオンラインによる対面授業に必要なワークシートの印刷や特別な教材の準備につい
て、事前に掲載することができる。連絡もれの心配がないので、それを授業前日に見た子ども達
が土曜朝までに授業準備を整えることができる。
・Google documentやGoogle formに直接入力された課題は、メールを介さなくてもすぐに教師に
届くので、双方にとって課題のやり取りが楽に行える。また、画面上で教師がコメント入力した
ものを子ども達宛てにすぐに返却ができるので、コミュニケーションが迅速かつ効率よく行え
る。
・課題に提出期限を設定できるので、子ども達にとって「何をいつまでにすべきなのか」が把握
しやすい。
・漢字テストなど、画面で正誤を確認した後に、すぐに子ども達へ点数やアドバイスを知らせる
ことが出来る。
★リモート授業が終了しても、課題提示や宿題提出等に活用する予定である。

【ZoomやGoogle Meetの利点】
・少人数のグループ討論や意見発表交流などに、Break room機能が大変便利である。子ども達の
発言の場が増える。（Zoom）
・画面共有をして、デジタル教科書やパワーポイント資料等を説明しながら授業を進めることが出
来て、子ども達にとって視覚的に分かりやすい。　
・子ども達にとっては「一対一の個人指導」のような感覚になるようで、画面に食い入るように
授業に集中していたり、指名された時にしっかりと発言が出来る子どもが増えた。

中学部 
高等部

・リモート授業開始時より、ZoomもしくはGoogle 
Meetを使用し対面授業を実施中。 
・教科担任ごとにリンク先を指定して、時間割に沿っ
て生徒達が接続先を変えて、1~6時間目の授業を受け
る。 
・オンライン授業中に、学習内容に関連する動画をク
ラス全員で視聴したり、教師が提示した資料を見なが
ら学習を進めている。

・Google Classroom内でGoogle 
DocumentやGoogle Formへ直接
タイプをして提出をする。 
・教科によっては、授業中の
ノートを写真にとり、自分の
携帯電話等からその場で教師
に送信をする。

国際部 ・最初は、音読資料（範読動画）やパワーポイント資
料等による課題を作成しGoogle Classroomへ掲載。 
・途中からは、校舎授業と同じく1~4時間目まで（午前
授業で下校）をZoomで対面授業を実施中。 
・対面授業では、パワーポイント教材を画面で示して
説明をしたり、教師の範読を追い読みする音読活動等
を教室授業とほぼ同様に指導している。 
・4時間中、2.5時間は実際に画面上で授業し、残りの
時間は教師から与えられた課題を、子ども自身が接続
を切って取り組む時間としている。

・国際Ⅰ～Ⅲ（小1~6年齢）は 
プリント課題やワークシート
に手書きで取り組む。 
・Google Classroom内でGoogle 
DocumentやGoogle Formへ直接
タイプをして提出をする。
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　現在は子ども達と顔を合わせ、教室で同じ時間を共有することはできなくとも、補習校と
家庭とがしっかりと連携をし、「先週よりもより良い授業を！子ども達のためになる時間
を！」をモットーに、毎週の授業づくりに励んでいます。この状況がいつまで続くのかまだ
分かりませんが、近い将来に校舎での対面授業が再開される日を心待ちにしながら、今は画
面の中で毎週子ども達と会えることを楽しみにがんばっていきます。
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🍀 ミネアポリス ********************************

・本校では毎年2月に小学1年入学試験面接を行っています。筆記試験と 面接で1年生の授業が受
けられる日本語力があるかを見ています。
・試験に不合格、日本語での日常会話がままならないけれど、どうしても 小1に入りたいというご
家庭がいらっしゃいます。その場合は試験後家族 面接をし保護者の強い意志と今後のやるべき事
に同意してもらい条件付き 入学としています。
難しい点:条件付き入学のご家族は、やはりお子さんが勉強についていけ ない、宿題を嫌がるとい
う理由で夏頃退学してしまうというケースが多い です。
・幼稚部で生活面、言語力、家庭学習面の目標を掲げ、毎年個別面談も行 うようにしています。
(添付資料:ミネアポリス日本語補習授業校幼稚部 学習目標)
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ユタଐஜᛖᙀ፼ఄ࠰ᧈクラス ࠰᧓カリキュラム                 2020   ࡇ࠰

ᡵ ଐ付 ねらい 動 ૨܌ ૠ܌、ଐ、その他 ᪦ಏリズム ᘍ事 

 ኰ介   ・リトミックᲢᡵᲣࠁኰ介 ・ᐯࠁᧈなったことを喜ぶ。ᐯ࠰ 4/4 1

・ᢃ動会のリズム 

Ὥജ→ବ 

   たんぽぽ 

   あいうえおのうた 

・ᢂび→しもばしら 

 

・ዋஜ→おむすびころりん 

    せんたくかあさん 

    こいのぼりのዋஜ 

 ࡸܖಅ/入園/入ڼ

2 4/11 ૼしい友ᢋやီ࠰ᱫとの交් みんなと交්をする く、へ 1᳸Ჯ 保ᜱᎍটᛩ会 

3 4/18 ᐯ分の名前について ᐯ分の名前をく つ、し 1᳸10  

4 4/25 こどものଐのᘍ事に参加  ᲢବᲣ Ფこどものଐのᙌ作 て、そ 1᳸20 こどものଐのᘍ事 

5 5/2 伝えたい࣬いをᚕᓶにする Ფのଐのᙌ作 の、ん ૠを唱えるᲢૠ܌ᘙᲣ  

6 5/9 ᓔ、ௐཋの名前をჷる ・ڤきなべཋ う、と ໜつなぎ 1᳸13 保ᏋᲢಅᲣ参ᚇ 

7 5/16 危ᨖについてᎋえᘍ動する ᢤᩊጀに参加 も、こ ໜつなぎ 1᳸30 ᢤᩊጀ 

8 5/23 クラスのルールをᎋえる Ფ༵のଐのᙌ作 い、り どっちが大きい  

9 5/30 夏休みについての࣬いをᛅす ・࣬いをᛅしする に、け どっちがᧈい 1  ࡸኳಅܖ

10 8/22 夏休みでኺ᬴したことをᛅすᲢ夏Უ ࣬い出ဒ た、は 1᳸Ხ0 ・リトミックᲢᡵᲣ 

・ᢃ動会のリズム 

Ὥいっしゅうかんのうた 

Ὥつきみのうた 

Ὥありがとうさようなら 

・ᢂび 

・ዋஜ→ኡのዋஜ 

・動ဒ→まんまるおおつきさま 

Წܖڼಅࡸ 

11 8/29 ごっこᢂぶに࣏ᙲなものを作る ܓራのᙌ作 ほ、ひ 1᳸Ჯ0   ・ଐ  

12 9/5      々   々 さ、き 1᳸ᲰᲪ  ・୴ଐ  

13 9/12 ᢃ動会についてのᛅし ・᪴ࢌる事のႆᘙ ろ る 1᳸70    

14 9/19 ᘍ事にಏしんで参加    ᢃ動会 

15 9/26 ᘍ事に参加してಏしかった事ᲢᅸᲣ ・ᢃ動会のዋ ち、ら しりとり உᙸ会Ტ10/1Უ 

ራのことをイメージしながらܓ 10/3 16

ሊをする 

Ფᅸのᙌ作 

  ᲢちぎりዋᲣ 

わ、れ なんばんめ  

17 10/10 あ、め はんたいのᚕᓶ  

18 10/17 しりとりについてჷる  す、よ なんばんめ Ტ前ࢸᲣ Ὥ࣬い出のアルバム 

Ὥあわてんぼうのサンタクロー  

 ス 

 がぎぐげごのജ 

・ᢂび 

・ዋஜ→いねむりサンタ 

・ 々→てぶくろ  

・ ኡのዋஜ 

保Ꮛ参ᚇ 

19 10/24 ハロウインのᛅとᙌ作 Ფハロウインᙌ作 ま、み しりとり  

20 10/31      々  ね、ぬ なんばんめ Ტ右Უ ハロウインᲢ10/31Უ 

21 11/7 ႆᘙ会のᛅしをみんなでする 

 どんなᘙྵをするか 

 どんなࢫになりたいか 

ႆᘙ会のリズム か、お きせつのことば ႆᘙ会のጀ፼ڼ  ↓ 

22 11/14 ႆᅚ会のജ む、な なんばんめ Ტ上下Უ 個人᩿ᛩ 11/7᳸12/12 

23 11/21 ◎ ᘙྵ動 え、せ ᚘのᛠみ૾  

 ራの変化をჷる     Ტ冬Უ                          や、ゆ ᚘのᛠみ૾ ᢤᩊጀܓ 12/5 24

25 12/12 クリスマスのイメージをਤつ クリスマスのᙌ作 ふ、を  ܖݱᢿのႆᘙ会をᙸܖ 

26 12/19 冬休みに楽しみなこと 小学ᢿႆᘙ会ᙸ学  ぜんぶでいくつ  Წ学期ኳ業式 クリスマス 

27 1/9 今年の᪴張りをみんなでᛅす ・᪴張る事のႆᘙ アᘍ  ・リトミック 

Ὥ歌 

 思い出のアルバム 

 ありがとうさようなら 

濁᪦の歌 

 がぎぐげごの歌 

 あいうえおの歌、がぎぐげご歌 

・ᘙྵ→おむびころりん 

Ჭ学期始業式 正月のᘍ事 

28 1/16 書初めをኺ᬴する  カᘍ 時ᚘᲢ何時半Უ 保ᜱᎍ懇ᛩ会 

29 1/23 ဃ活の中の時᧓について  サ、タᘍ 物の数え方 

  々 

 

30 1/30 濁᪦をჷる  Ტが、どሁᲣ 濁᪦、半濁᪦、拗᪦

などをᚕって書いて

みる 

ナᘍ ራ分 

31 2/6 半濁᪦をჷるᲢぱ、ぽሁᲣ ハᘍ ぜんぶでいくつ  

32 2/13 拗᪦Ტよう᪦→きゃ、きゅሁᲣ マ、ヤᘍ あわせていくつ応ဇ  

33 2/20 反対ᚕᓶをჷる  ラ、ワᘍ   

34 2/27 ᪦ᛠをしてみよう    幼ᆐᢿႆᘙ会の予ᘍ 

35 3/6 ᪦ᛠをしてみよう        々 

36 3/13 ᡶኢすることをみんなでᛅす ・小学校で᪴張る事   ႆᘙ会 

37 3/20 お別れにᚕᓶをみんなでᎋえる    卒園式 

 3/27 予備日      

 4/Ჭ 春休み      

        

 

 

Ფႆᘙ会の取りኵみ→“おむすびころりん”を予定しているが、どの教材Ტዋ本Უを検᚛中 

・→ႆᘙの取りኵみ   Ფ→ᙌ作の取りኵみ 

 

◎ クラスの公授業に日ᆉについてᲢ新年度検᚛Უ 

🍀 ユタ *******************************
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*年長クラスの達成目標
項 目 レベル (ABCで評価) 備 考 欄

言語認識
話す
・日常あいさつを身につける

・自分の気持ちや考えを伝える

・身近な物の名前が解り、その特徴な
どを伝えることができる
。しりとりのルールを理解して、つな
ぐ言葉を探すことができる
・簡単な反対言葉を言う

・いろいろなものの数え方がわかる
(何枚、何本、何台など)

聞 く

・ストーリー性のある絵本を聞き、イ
メージを膨らませる
・ゲームや遊びのルールを理解して楽
しめる

・いろいろな擬音語があることを知る
(ザーザー、ゴロゴロなど)

読 む
・ひらがな五十音の読みができる

・簡単なひらがな言葉を読むことがで
きる
・いくつかのカタカナを読むことがで
きる
書 く
・鉛筆を正しく持ち、スムーズに書く
ことができる

・自分の名前をひらがなで書くことが
できる

・ひらがなの形や筆順に気をつけて書
くことができる

・カタカナに興味をもつて書いてみよ
うとする

。Юむこ里血や興・剛Юいや躙樫ぶ製⊃馴胴Ｎ畢押糞ｅＯ皿′）む恒里畷側朴・

。ゆつ憧や通Ⅲ択黎憧怪則／⇒椰Ｎ仰北ほЮ卜都翠ｐ里冊終＝蜘。

。Юつ憧Ｎｂ仰Ю終側く眠３脳製悩′゙糞Ｎ槍糞腋Ｃ９傘製′Ｄ黎側⊃嘔′）０£肛ｅ掏縄せ職。

。旧むこ里血押興剛̈喫川ＥＫ醐徴印独里畑悩黎畷翠・

（眠ｍｌЩＪ要訃ｍ

。Юつ憧や憧Ⅸ釈黎癒怪川′ぬ栗９轟）コ

傘ＯＮ長）ｏ《恒里邸□ｅ∩―里理―掏距量・

。０螺Ｎ十）一漱ｅ＜朴体“ユ岬皿ｅ
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。いいヽＮ句徴Ｎ３粂い

０３ポ＝Ｐくいい′゙糞Ｎ●躍里蝶隅ｅ腋照・
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鰤Ｎ単＝′押北Ｎ檜駆黎番目里仲輛ユ仲メ。

。い£云」や側０米Юい

罫誦）⊃択Ｈ′
，
ｂ脚Юい照猷Ｎ択ｅＯ皿。

（眠Ｎ＝２眠ｅ賢掛Ｎ

パ佃３朧‐ Ｊ一３国′ｅ劃む幽や３臣ｅ訃嬰だ一

口掏判Ю卜罫誦）鵬― ――Ｉ ＩＮ眠順
，
３匝ｅＣ皿・

０ゆ

卜樹興）∩佃⊃択寧／Ｄ０９朧Ｎ判回則摂・

。Юい価いや

）ｏｏＮ岬皿′制〓里血粂興剛̈興鋼〓終ｍ。

。い′̈個⊃胆順）３０型懐市中ｅ」ヽ回。
。Юト

掏いヽ⊃Ⅸ騨颯Ｐ′２個⊃巾岬やハ（ヽい二ｅ羽出叫Ш偶択。

。ｐＳ疑やい粂徹∩ＰＮ同Юコ傘佃

ＮＲ）⊃９製⊃颯ＣＮ雨軽ぶ製⊃択燿掏川摂ｏ

。●⊃米゛糞Ｎ中口‐ Ｊい傘熙９騨ｅ糧料・

。い悧や墨癒ヽ終《則ぬ〉́〉壼やろ各ヽ邸黎油胴ヽ隅一

′）Ｉい佃ミ綴掏策皿′ぬ⊃緊里螂螺徴﹈ぶ。

ぷ卜踊献）く仰）器駆Ｎ

８ちや）ｏ
，
Ｐ゙い紀）躙騰製く駆９轟）ЩＫｏ

じこぼ‐Ｊ而

⊃̈米Ｃ判同ｒ郎Ｎ鼎̈側′⊃国一Ｎ判徹ｂ坦６コ９⊃・

でい担ムＮ騒億′コ悩選゙

やハースヽ）⊃０製３睡９製眠Ｎ唄Ｎ単ユＫ鰹。

（眠０そ眠守）要訃引

。ゆい請朧Ｎ奨い興黎収咽蝋ぶ

尿Ｎ冊ｅ川桜総だ一報掏Ю卜罫脳や冊ｅ傘皿。

。Юい判いヽ⊃

欄に）∩糞Ｎ楓皿′ｂ仰Ｎ掏同製ｏ終里駅叩せ・

。ゆぺ暉里湘鋤

Шホ《Ｏ皿ぶ製つ憧Ｎ震畔ｅせい興掏コＯｆ

。「判）⊃メＨ５郷ポ製叫判編興徴ヤ蝉。

。ゆい０製ｏｐＮ押や権駆ｅＳ繊製３里出嘔３側′で

ご製⊃エー神ヽｂ判）■ｅ９９区ｅ掏縄せ蹴。

。ゆ卜〉脳

詈））０コＮＫ３卦′い製むＳＮニースКいい３⊃惚Ｔ

。０⊃熙Ｎ壌皿終﹈ぶつ憧Ｎ冥棉ｅ脚。

。ゆル⊃駐馴〉側Ｎ９悩ボｅｐ側添・

。ゆ〓駆‐ Ｊ｝雨距営′螂暉′０⊃祟・

．Юむ〓里ムＮЩ

臣Юい剛朴里Ｅお順５ＫＮ番目‐ Ｊ一卿同〉脚・

パＬ‐Ｊ一Ｅ献皿ＮＫ踊臣鞭ｅ帥肛回黎冊卿・

。旧卜Ｎ熱郷ｅ耗□）ｏコＮぬ⊃緊。

Ю徴響終鰤叫総ｅ缶直早ヽ）⊃掏Ш直ＷＳ、＝、二⊃・

。●⊃熙一Ｎ

くＲ⊃黎枷ぶ製ｏ堅ぶ製ｏ齢里禦―掏徴く心。
廿
踵
回
興

韓
●
5

翠
世

く
題
巴
攣

眠
螂

‖ IE 冊 目
IIM黙

回儒勁翠肛廿Ｋいヽ暉廿算制輝冊終回ヽ可廿∞劇ｏＮ
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ユタのஜᛖᙀ፼ఄ 2020年度 年ᧈクラス 1学Ტ9回Უ 

ਃ任  岩൨ 千恵子 

アシスタント ランド 容子 

◇1学のねらい 

・年ᧈ児になったことを喜び、ᐯᙾをਤってᘍ動しようとする 

・先ဃ、クラスᲢ他のクラスのお友ᢋᲣと᧙わりながらすごす 

・ᙀ፼ఄ、クラスのൿまり事の大切さにൢ付き、ᘍ動する 

◇各ႸのႸ 

・健康………ৎ外で元ൢに៲体を動かしてᢂぶ。ඹいを丁寧にする 

・ᅈ会性……他の人のᛅをよくᎥいてྸᚐをし、又ᐯ分のൢਤちも伝える 

・ᚕᛖ………今まで学んだひらがなሁ、ૠ、カタカナをさらにขめていく 

ᐯ分の名前をく、᪦ᛠをしてみる 

・ᘙྵ………ജを元ൢにജう、ᙌ作などを意ഒႎに取りኵむ 

 

【1学のカリキュラム】 

 

ᡵ உଐ ᛢ᫆動、ᙌ作 ૨字 ૠ字・他 

1 4/4 ᐯ己ኰ介   

2 4/11 チューリップのᑶの৵りኡ く、へ 1᳸5 

3 4/18 ᐯ分の名前をく つ、し 1᳸ᲫᲪ 

4 4/25 こどものଐのᛅをみんなでする 

ᙌ作ᲢかぶとᲣ 

て、そ 1᳸ᲬᲪ 

5 5/2 伝えたい思いをᚕᓶにする ᙌ作 の、ん ૠを唱える 

6 5/9 ᓔ、ௐཋの名前をჷる う、と ໜつなぎ、1᳸ᲫᲭ 

7 5/16 危ᨖについてᎋえᘍ動する も、こ ໜつなぎ、1᳸ᲭᲪ 

8 5/23 クラスのルールをᎋえる い、り どっちが大きい 

9 5/30 夏休みの思いをᛅす に、け どっちがᧈい 

 

◇1学の主なᘍ事 

4/4 入園式、保ᜱᎍ会ዮ会         

4/11 保ᜱᎍクラスটᛩ会 

5/4  こどものଐのᨼい   

5/9 ಅ参ᚇ    5/16ᢤᩊጀ  

5/30  ኳಅ式 

6/6᳸夏休み  Ტ2学始ଐ 8/22Უ 
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◆ึसदߏۂๅިճεϨʖθˎ7◆ 
τʖϜʰΏͮͼΕรɼ1 ೧ਫ਼ͳ༰கԄʱ�

Ψϱϧϱदۂ� ͞ΗΉͲΉͳΌͳ״�

ʛ���� ೧ �݆ �ೖʤౖʥʗ� � ݆ �ೖʤౖʥ�յʛ�
�

ωϣϩϱϗϩέೖຌึޢसदߏۂ� � ೧ਫ਼୴�
ࣲએӭ�

�
�ಒࣉ
� ໌ʁࢢ �໌� ঃࢢ �໌ʤݳஏঘָߏ �໌� ϱνʖψεϥψϩঘָߏ �໌� ஏ༰கݳ
Ԅ �໌� ϱνʖψεϥψϩ༰கԄ �໌ʥ�
� � �
�
दܙۂସ�
� յʁέϧηࠛճݺ;ٶਕʤاΚͦͳๅफॄʥ�
� յʛ�յʁ�ήϩʖϕʤঘָߏָૌͳາमָૌʥͶ͜ͱ֦ ��ʹ�յदۂ�
� յʛ�յʁέϧηસରͲʤ�� ʶ�� ʥܞٵΝڮΞͲ �ιρφ� સ � յदۂ� �
�
दۂ๏๑�
ʀकͶϏϭʖϛϱφժΝ༙͢ڠɼ൚ॽେΚΕͳ͢ͱ͏Ζɽ�
ʀदۂϕϨϱφͺࣆͶϟʖϩഓා͢ɼฯंޤͶһ͢ࡰͱ͏͚ͪͫɽ�
ʀశࡡͶͯ͏ͱͺɼժͲ֮ޛɼΉΖ͜ͺฯंޤͶ͕͢͏بͱ͏Ζɽޛࠕɼೖى
ࡠช͗࢟ΉΖͳϟʖϩశͲण͜खͮͱశࡡΝͤΖ༩ఈͶ͢ͱ͏Ζɽ�
ʀॕୌͺฯ͖ंޤΔࣺਇΏηΫϡϱͲૻͮͱ͏ͪͫ͘ɼ౺ୣౕΝ֮ɽ�
�
�״
� ͞ΗΉͲदۂસରదͶΊΖͳɼΨϱϧϱदۂΝ࢟ΌΖͶ͢ͱ͏ͪΓΕ֕
͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζͳͣ״ͱ͏Ζɽ࠹ॵ͖ΔժΝ௪͢ͱճͶΗͱ͏ͪࣉಒɼͨ
͑Ͳ͵͏ࣉಒɼ͏ஊͲԃͶण͓͗͜Ͳ͘ΖΓ͑Ͷ͵Εɼदۂͳ͢ͱΕཱིͪͦ
Ζ͞ͳ͗Ͳͪ͘ɽฯंޤγϛʖφ͚ɼदۂͶ୴͗ϓΧϫʖͶΗ͵͏෨ͺͤ
͛ͶͨͲଲԢ͢ͱ͏ͪͫ͏ͱ͏Ζɽ�
߶ָ೧Ώָ෨͖Δɼदིްۂྒྷ͗͠ΨϱϧϱदۂϟϨρφͳ͢ͱͮ͗ڏͱ͏ͪ
͗ɼ�೧ਫ਼Ͷ͕͏ͱɼͨ͑͏͑෨͖֮Ͷͣ״ΔΗΖɽࣉಒಋ࢞͗ޢࢴ͵͚ʤͲ͘
ͥʥɼ൚ॽΏϕϨϱφഓාͶ͖͖Ζؔ࣎ࡡΔΗɼͨଠदۂً͞Ζঀʓड़པࣆͶଲ
ͤΖқΆͳΞʹචགྷ͵͏ɽͳͺ͏͓ɼΏͺΕ �೧ਫ਼ΨϱϧϱदۂͶؖ͢ͱͺೋ఼
͗ଡ͏ͳݶΚ͡ΖΝಚ͵͏ݳয়Ͳ͍ΖɽҲ෨ࣉಒͶͳͮͱͺɼ͖࣏Δ࣏ͳͮͱ

🍀 ニュルンベルク ********************************
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◆ึसदߏۂๅިճεϨʖθˎ7◆ 
τʖϜʰΏͮͼΕรɼ1 ೧ਫ਼ͳ༰கԄʱ�

͚Ζๅ͖͓͗ͮͱॄྙΝ͚ܿགྷҾͳ͵ͮͱ͢Ή͏ɼ�� ఖౕͲൾΗͱ͘ͱ͢Ή͑͞ͳ
ଡ͏ɽ͞Ηͺ࣪گद࠸͗ۂ͢ͱ͖Δद͗ंۂ೨ಆͶ͏ͱ͕͖͵͜Ηͻ͵Δ͵͏॑
གྷ͵ࢻ఼ͳ͓ߡΖɽदིͫ͜ްۂΝ॑͢ࢻɼحؽΝଡ༽ͤΖͲͺ͵͚ɼೣͶ൚ॽ͢ࢻ
ְๅΝͤࣖܟΖ͞ͳͺɼఁָ೧ࣉಒͶͳͮͱदۂ॑གྷ͵Ҳ෨Ͳ͍ΖͳـͰ͖͠Η
ͪɽ�
�

ҐԾɼ͞ΗΉͲदۂͲͪͣ״ೋ఼Νড়ॽ͘Ͳ͝ڏΖɽ�
ʤحؽ۫Ͷͯ͏ͱͺঈ͚ʥ�
�
ʀՊఋͳ͏͑ؔۯͲ༢ɽʤ۫؟ɼτϪϑɼՊଔ͢͵ʹʥ�
ʀͨΗͩΗָसڧҩ͏ɽ࣪ݺΝ༫͓ΔΗͱ͏Ζࣉಒ͏ΗͻɼϨϑϱήͲदۂΝण
͜Ζࣉಒ͏Ζɽ�
ʀຌཔɼฯंޤͳพΗͱ࣪گͲदۂΝण͜ΔΗΖͺͥࣉಒ͗ɼฯ͚ۛ͗ंޤͶڋΖ͞ͳ
Ͳ͓ͱ͢Ή͏ɼՁͲฯंޤͶ֮͢ͱ͖ΔͲ͵͏ͳݶͲ͘͵͏ɽ�
ʀݳஏΏϱνʖψεϥψϩߏͲঘָߏָ͢ͱ͏Ζࣉಒͳ༰கԄͶ௪͑ࣉಒࠫ͗گ
࣪ΓΕ͚ͣ͘״ΔΗΖɽΉͪɼद͗ंۂંϓΧϫʖͶΖ͞ͳ͗Ͳ͘͵͏ɽ�
ʀಝఈࣉಒΊֽ͗͜͢͏ɽ�
ʀࣉಒൕԢ͗͵͏ͳ͘ɼՁͶࠖͮͱ͏Ζ͖ἠΊखΕͶ͚͏ɽ�
ʀ࣪گदۂͲͺɼͨ࣎ͶखΕૌϕϨϱφͫ͜ΝഓාͤΖ͗ɼΨϱϧϱदۂͲͺͨ
ೖͶ͑࢘સͱΝࣆͶһ͢ࡰͱΔͮͱ͏ΖͪΌɼͨदۂͳؖܐ͵͏ϕϨϱφ͗
�ಒ͏ΖɽࣉΌΖ࢟Ͷ͵ͮͱ͢Ή͑ɽΉͪɼঋघͶखΕૌΊـ
ʀ࣪گͲ൚ॽͲͺɼद͗ंۂ �ชͯͥ࣊ॽ͚գఖ͗ࣉಒͶ͓ݡΖ͗ɼϏϭʖϛ
ϱφηϧχͲͺɼݶཁΉͪͺชহ͗ҲౕͶड़ͱ͚ΖͲɼΉͫช࣊ʤͽΔ͗͵ʥͶࣙ
৶͵͏ࣉಒͶͺҲౕͶड़Ζๅྖ͗ଡ͙ͤΖɽ�
�
ՃͶͯ͏ͱ�
� ஊͲͺևҲཱͶʰ͗Ξͻͮͪʱͳ͏͑؏఼Ͳ͖ͯ͢͜ݳͳՃͶͯ͏ͱͺɼ͟غָ
ΔΗ͵͏ͳ͓ߡͱ͏Ζɽ״Ͳफ़΄ͪΓ͑ͶɼฯंޤͳҲॻͶदۂΝण͜ͱ͏Ζࣉಒ
͏Ηͻɼ࣪ݺͲͽͳΕखΕૌΞͲ͏Ζࣉಒ͏ΖɽʹఖౕγϛʖφΝฯ͖ंޤΔण͜
ͱ͏Ζ͖ਦΕͶ͚͚ɼ࣪گΓ͑ͶևಋͣڧͲदۂΝण͜ͱ͏ΖΚ͜Ͳͺ͵͏ɽॕୌ
ϟʖϩड़Ͷؖ͢ͱɼฯंޤଲԢࠫ͗͘͏ɽͬΘΞɼदंۂͶͺࣙͥͳͨΗ
ͩΗ౺ୣౕͺ͓ݡͱ͚ΖͲ͍Ζ͗ɼ͞Γ͑͵ڧԾͲɼ͍ΖҲఈخ६ΝخͶ
ʰΓ͚Ͳͪ͘ʱh Ͳͪ͘ʱh ͗ΞͻΘ͑ʱͲՃͺనͲͺ͵͏ͳ͓ߡΖɽ�
� �Νઅ͜ɼॽͲՃ͗ೋ͢͏෨Νึ͑༩ఈͶ͢ͱ͏Ζɽؔ࣎พݺౕ࠸Ͷغָ
�
శϓΟϩʁदۂͲ࢘༽ 33ϓΟϩΝ 3')Ͷًͪ͢͞�
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ᆁલ᭶ オɨɞイɨਠで˨എのあった൭ѷ 

᭷᭵᭷᭵ࠚ᭹ɬ᭺ 
 

オースチンૢᘞᖍዖ授ி  

ᆁ数᭶・中三国ᘞ 担任 ಎྀ かおり  

 

᭺になるじȁんけん ҵφԄ「なかまづくりと かず᭭いくつと いくつ᭮」 

 

ɬできたら、ᙖࠀがボɞɨティアと̷をᗃせるのがʔྟ。 

ɬはじǿはゆっくり、だんだん૦く。とにかくɟズミカɠに。 

ᙖࠀ「᭺になるじȁんけん、じȁんけんぽん♪」  

ϑᅂ「じȁんけん、ぽん♪」 

ɬ「〇になるじȁんけん、じȁんけんぽん♪」 

ɬ᭸Ȃ᭹などでȀ「いくつといくつ」のࡳいመみӿわせをኋりឆしឿんでᗉえられる。 

ɬʧমを̳って᭻˿ʚでȀい。「᭶᭵になるじȁんけん、じȁんけんぽん ♪」 

ɬૐをલ܄カɭドȂલגカɭドにしてȀおȀしろかった。 

 

 

こどȀڟٺきマイɨクɞフト ҵφԄ「なかまづくりと かず᭭いくつと いくつ᭮」 
 

ɬԃじલえるのでȀこれならしいようで、̏ᘎがࡸんだ。 

ᙖࠀ「これၥってるᯃᮄ」 

ϑᅂ「ၥってるᯃ」「ឿんだことあるᯃ」 

ɬଔはスɞイドಐጻを̳わないが、このはϑᅂをᨾかせるたǿにཽ̳。લ܄によってブɢックを

 。えた٭

 

 

  

🍀 オースチン ********************************
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きえたひらがなをさがせ ҵφԄ「なんばんǿ᭭ばしょは どこかな᭮」 

 

ɬૻࠚǼでは࠱ࠚに「ばしょをあらわそう」で「かんじ さがし」をしていたが、ફრୁઞᗡでง

 。ᘞ᭶のਠとɟɨクさせてǽたו、はཽ̳できなくなった。そこで܄

ɬこれはܷᧆのዖཽ。ܷᧆでは、ܴでឿべるようにシɭト Aとシɭト Bでイɨフォɖɭシɜɨ
ギɘップのゲɭムになっている。 
 
ɬᬮᎿいハイɞイトЧでᙖࠀが̷をႯし、ϑᅂが࢞をついてᗠうዖをした。 

ᙖࠀ「ʛから᭷ྟဧ、ߦから᭷ྟဧの、ひらがなは、なんですか。」 
ϑᅂ ኋりឆす。 
ᙖࠀ「ʛから᭷ྟဧ、ߦから᭷ྟဧの、ひらがなは、、、、、『い』です。」 

ɬફრୁでዖするときにȀ、ࠇに「ʚʛ」をᛟ、「ߦӷ」をでୁいておいた。 
ɬϑᅂのᛍժにӿわせてલ܄をୁきこǾときȀ、ᛟをሩʔさせた。 
ɬ「ʚからˎྟဧ」でǼってしǼったϑᅂには、ʚからˎྟဧのᄗϘてを৽して「これとこれと

これがあるねえ。どれかなᮄ」 
 
ɬᣜがくなってしǼったが、̽܀ៈがᗠいたいとᗠったので「くǼさんが、とȀだちの りすさ

んに ききにいきǼした。」をଣՠして、ᙖࠀがマスを؊ǿてܞওさせた。᭭Ȁはやᆁલのਠでは

なくなっていたけれど、しかった。᭮ 
 
 

 
 
 
 



情報交換会資料　22

 

ぱっとǽてかぞえȆう ફრୁ᭶①「しあげȆう」 
 
ɬ「いくつと いくつ」ȐдཽしてલȐલえȉዖ。 
ɬ᭷სǹどሬȐᗃせて、લえさせȉ。᭭ሬの̷ȐʛにႯす᭮ 
ɬᦦ٣ OFFで、લえたલは৽かલ܄ȠɭȾでᅭえさせた。 
ɬલえた᭴ᗃたឨȈに৽ȐСすϑᅂがいた。̷᭮᭻Ңなȇ、ӷম᭸ɬߦম᭸。Cf. ᭺と᭶。 
ɬどうલえたか᭴ሬȐᗃてഎづいたことなど、Ȑᅭえさせた。 
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「学習サポート」に向けて 

プリンストン日本語学校 

はじめに 令和2(2020)年5月1日 

先日、プリンストン日本語学校教職員向けの全体メールで配信しましたが、本校は当初、4月19日からの通
常授業開始を予定 していましたが、ライダー大学の使用制限により5月17日まで使用制限が延長され、5月
中旬以降の開校に向けて準備を進めて いたところ、7月まで学校が使用できないということになり、5月17
日から、幼稚部、文科省・プリンストンコース、高等部において通常の授業に戻るまでの期間、「学習サポー
ト」を開始することとなりました。 

本校では対面による授業を通常の授業として提供していますが、今回はそれが叶わないため、やむなく「学
習サポート」という 形で新年度、令和2(2020)年度をスタートさせます。通常ではないということを保護者
の皆様にご理解いただき、私たち自身もそ のことを理解し、今までとは違う形で工夫して授業を提供し、子
供たちの学びを支えて行かなくてはなりません。 

さて、「学習サポート」は授業なのか、ということになると、リモートによる双方向での授業を行っている
学校もありますが、授 業の「定義」ということを考えますと、簡単に言えば「学校などで学問を教えること」
になりますが、具体的に中身を掘り下げて いくと、解釈はきりがありません。授業は、学校教育などにお
いて教科・科目などの教育として行われるものでもあり、その指導 形態は様々であると言えます。本校の先
生方が意図的・計画に学習内容を組み立て、子供たち提示し、そこに学習活動が生まれ、 子供たちの知識・
理解が深まれば、これは授業として成立していると考えるべきだと思います。対面が基本ですが、うまく回
りだ せば個別的・主体的ということで、学びという点では違う学習効果も出てくる可能性もあります。つま
り、先生方の今までに蓄積 されてきた専門的な知識、指導方法等をどのように「学習サポート」の中で具現
化していくかが、先生方の工夫のみせどころでも あると思います。 

「学習サポート」は、前に書きましたが、当初、4月19日スタートの場合は、行えなかった2回分を飛ば
し、第3回目の授業 からスタートしようと考え、5月17日にスタートになった場合もカリキュラムの7回目か
らのスタートを考えていましたが、現 在の状況から判断し、今後それぞれのコース、学年のカリキュラムの
達成は目指さなければならないので、5月17日を新年度の 初日として(新学年の始まりの部分は順序通りに進
めなければならいことも多いので...)学習サポートを開始し、通常の1回目の 授業として始め、少しずつ内容
を濃くして授業を進め、6月21日までの6日間でできるところまで進めていただき(無理するこ とはありませ
んが)、残ってしまった単元の学習については、学校として、保護者の皆様に協力を求め、夏休み中に子供た
ちと共に 自習をお願いする形にしたいと思います。この点は学校としては心苦しいですが、物理的に時間が
消失してしまった以上、復活は できないので、ご理解いただくしかないと考えています。そして、夏休み明
けの8月16日の授業日からは通常の対面授業を始め、 その日からは、例年の通常のカリキュラムに戻してい
きたいと思います。 

今回、先生方から、社会科の授業、算数・数学の選択授業についても、今後のカリキュラム上「学習サポー
ト」を行った方がい いのではないかという前向きなご意見を頂きました。小学部高学年から中学部は社会
科の時間数も増え、一日の時間割の中でのウェイトも大きくなりますが、今回はあくまでも国語のサポート
をお願いします。つまり、一日4時間、国語を設定し、その分を進 め、授業が行えなかった部分を取り戻す
方向で組み立ててください。それから算数・数学については本校では選択教科という位置 付けであり、既
に希望している児童・生徒がいる中、希望していない児童・生徒もいるので、公平性の課題も出てきますの
で、学 校としては4時間の時間割の中で行われる内容は、国語、日本語の授業のみの「学習サポート」とし
ます。 

算数・数学の心配も確かにありますので、これに関しては新年度始めの学校新聞(5月17日号)で、学校とし
て、やむを得な いお願いとして、社会科、算数・数学に関して、8月16日の通常の授業開始予定日には、社
会科は、P○○ページの「○○○○」 から、算数・数学はP○○ページの「○○○○」から始まるので、今
からの期間と、夏休みを通して、各ご家庭の協力をお願いし、 自学・自習をしておくように伝えます。現状
ではいたし方ない措置であると思います。 

🍀 プリンストン ********************************
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最後に、各コース、各部で細かいところでの違いが生じる部分はあると思いますが、基本的な部分は揃えな
いと保護者からの信 頼が得られないことになります。今回提示した「学習サポート例」を基本にしながら
「記入枠」も活用し、コース、学部の中では 必ず統一を図るようにして下さい。自学自習は大変ですが、そ
んな中でも子供たちが楽しく取り組めたらいいなと思っています。 

1 学習サポート おうちの人でなく、先生方が言うから意味があるのです。「学習サポート」計画表の作成に
当たっては、添付の『学習サポート計画表枠』の記入例を参考にしながら、授業日1日分の指導予定を時間
割に沿って組み込んで作成します。今まで、先生方がそれぞれの学級で毎週作成していた「指導計画」「指
導内容」 の表に、子供たち自身が取り組む学習活動を入れていくイメージです。従って、『学習サポート計
画表枠』の「学習内容」の欄に は先ず、普段の授業の計画を書き込み、それに子供の学習を想定しながら活
動を入れていきます。この計画表には実際の子供の 活動も入るので、見た目は学習指導案の指導計画的な形
になっていくと思います。「学習内容」に、授業の流れと、子供の学習活動が入ったところで、子供たちに
は、どのように学習するのかが見えて来ます。さらに並行して右側に、「課題(取り組むポイン ト)」という
欄があり、そこに子供たち一人一人が本時で実際にこなさなければならない課題を書き込みます。「学習内
容」の欄 とほぼ連動するので、コピー&ペーストでも構いませんが、「学習内容」の欄よりも「課題(取り組
むポイント)」の欄の方がよ り具体的で、子供たちが「ここで何をすればいいのか」分かるようにします。
言い換えれば、ここだけ見れば、その時間にやら なければならない課題が分かるようになります。今回の
「学習サポート」の中では、学習の仕方を示すと共に、様々な教材の中 から、何をこなしたらよいのかを
先生方が整理し、指示することにより、子供たちはこの学習活動に何をするべきか、課題に効 率的に取り
組み、理解できるようになります。 

(1)一番上の枠、「単元名、準備」の記入について ※以降計画表に使用する漢字と言葉は該当学年のレベルに
合わせる 「単元名」は1日の学習の中で、一つに収まらず、いくつか入る場合があります。それに合わせて
必要に応じて増やしてく ださい。「学習サポート」計画表については、モデルは1ページに収めています
が、必要に応じて長くなっても構いません。右の欄の「準備」に関しては、その日の学習に必要な教科書や
副教材ノート等、予め準備するものを示し、学習が始まってから、 何度も席を離れることがないようにして
下さい。「今日の目標」の欄は子供向けに簡単な目標でもいいと思います。これに並ん で「自己評価」の欄
を設定しています。後でも触れますが、あくまでも1日、自分で取り組んだことへの振り返りです。保護 者
にも見てもらえることでしょう。 

(2)学習時間割について 先日4時間というふうに伝えたために、240
分という誤解を生んでしまいましたが、あくまでも学校の時間割の4
時間で、1単位時間は本校では基本的に45分間です。右に本校の標準
的な午後の時間割を示しています。これは、あくまでもイメージ
で、この時間帯で取り組む子供もいれば、マイペースでどんどん進
めて終わらせてしまう子、又は、時間が掛かる子、さらには全く違
う時間に取り組む子がいるかも知れませんが、できれば、毎週時間
を決めて取り組めるようになるといいと思っています。あくまでも4
時間目までの授業 を提供した形になりますが、結果的に中身的に
は、授業中の子供たち同士のやりとり等がなかったりするため、全
体的には半 分位の取り組み時間になると思います。 

(3)1日4時間の枠で作成しましょう。 普段作成しているように4時間
の枠で作ることが大切です。4時間というと、ボリュウム的には大き
く感じますが、子供たちには取り組み方やスピードに差があるの
で、4時間分に区切ることが大切で、1 時間目は30分で終わる可能性
もあります し、2時間目は45分で終わらないかもしれません。それで
よいのです。子供たち自身にメリハリを感じてもらえればいいと 思います。また、子供によっては、1時間
目の課題は早く終わって、2時間目は少し時間が掛かって...3時間目は...4時間目 は...ということで、区切り
ごとに達成感を味わうことができたらと思います。そのあたりを想像しながら、カリキュラムに沿 って考
え、長続きできるようにしてあげるといいのではないかと思います。実際に黒板の前で授業を行わない分、
時間的には 速く進むことになります。従って作業が早い子は、4校時分の学習が、2時間掛からない場合も
出てくると思います。子供た ちの集中力を考えると、1時間の授業でしたら、教室だったら先生方の話術と
子供たち同士の関わり等で45分間持ちますが、 自分だけで「学習サポート」計画表に沿って取り組むと、

日課表 時 間 

  1校時 小学部 13:05~13:45(40分) 

　　　その他13:00~13:45(45分) 

2校時　13:45~14:30 (45分) 

 休み時間 (14:30~14:45)

3校時 14:45~15:30 (45分) 

休み時間 (15:30~15:35) 

4校時 15:35~16:20 (45分) 
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おそらく集中力を保つのはその半分くらいだろうと考えられますが、 課題の出し方を工夫して、書く活動
と、読む活動、調べる活動等を組み合わせたりして、集中力が保てるようにして下さい。 

(4)教材の活用について 教科書等の活用はもちろんですが、学校を通して保護者が購入した副教材(ドリル、
学習帳、プリント等)はフルに活用し、取り組むように指示してください。また、プリンストンコースでは教
科書、教材の他に漢字も含めて自作の教材に取り組ませることも多いと思いますが、今ある教材も生かしな
がら、どのコースも作業や活動が文章による言葉での指示が中心になるの で、子供たちが分かり易く取り組
めるようにして下さい。 

(5)学習サポートは学ばせること 学習の流れに沿って子供たちに活動を指示していきますが、「学習サポー
ト」計画表は単なる子供への指示書ではなく、その学年の子供に合わせた肉付けが必要です。手順として、
まず子供の活動を組み立ててみて、後から授業をしているように、子 供たちの顔を思い浮かべながら(まだ
会っていませんが)子供たちに語りかけるような言葉を入れたり、ヒントやアドバイス も入れたりしていく
と、理解され易くなると思います。 

(6)保護者のサポートは適度に 「学習サポート」は基本的に子供自身の取り組みですが、保護者が見取らな
ければならないところ、保護者が関わらなけれ 
ばならないところは、明確に示す必要があります。「音読」のチェックなどは保護者の支援を必要とするこ
とになりますが、課 題の答え合わせ等、子供たち自身が自分でできることは、自分で取り組めるようにして
ください。 

どの家庭でも送付されたデータを直ぐにプリントアウトできるとは限らないということも考慮してくださ
い。従って、学校 から送付した教科書やドリル等の副教材、それから、自分のノートを使用させることを中
心に計画してください。 

(7)「学習サポート」は個別指導 「学習サポート」は担任の先生一人から、多くの学級の児童・生徒全員へ
の発信となりますが、児童・生徒たちから見れば先 生一人との個別指導の感覚です。子供たちは思っている
以上に、先生から自分自身への思いを感じ取ると思います。個人差は ありますが一人一人の力を伸ばすつも
りで作成してください。 

(8)学習活動の評価は自分自身で 「学習サポート」は基本的に日々の課題については自分自身でまるつけ等
を行う形になります。低学年においては必要に応じ て保護者に協力を依頼してもいいと思います。自分自身
で答え合わせをしながら、学習の成果を自己評価できるようにするこ とも大事かと思います。自己評価の形
式は、計画表の枠にある、4・3・2・1でも、A・B・Cの形式でも、各時間に設定 してもその方法は担任の
裁量で構いません。一日の学習を児童・生徒自身が振り返られるようにしてください。 

2 自習の具体例 

〇教科書及び教材の音読 

音読は国語の学習の基本です。目で見て考え、正しく発音して自分の音を耳から聞くと、間違いにも気が付
き、脳も活性化し、内容を捉えやすくなります。最初は拾い読みでも、繰り返すと少しずつ正確に読むこと
ができるようになり、文章が頭に 入れば、それを活用することができるようになります。学習活動が単調に
ならないように、適宜設定するといいと思います。 音読、朗読の成果は前にも書きましたが、保護者にも聞
いてもらい、チェックしてもらうのもいいでしょう。 

〇ノートの使い方の指導 

「学習サポート」からの新学期のスタートなので難しい面はありますが、新しくノートを使う際のきまりに
ついて、学年や 発達段階に応じて指導していく必要があります。最初は基本的なことだけ示し、書く活動も
音読と同様、大切なアウトプット となるので、ノートを使わせるようにしましょう。 

〇「視写」 

教科書をノートに書き写す「全文視写」は、書く力を付ける練習になる上、文章のきまり事を知り、文章を
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書くことへのハードルを下げることができます。 

〇教科書に使われている言葉の意味を調べる 

・言葉集めをしよう 

〇教科書に使われている漢字の学習をし、使い方を覚えるようにする 〇「書くこと」 

・自己紹介文を書こう 名前、好きなこと、得意なこと。 
・○○のリーフレットを作ろう。 
・日々の出来事などを書いたり、詩や物語を作ったりする。 ・関心のある事柄について、テレビやインター
ネットなどを通して情報を収集し、事実から分かったことと、感想や意見をけて書いたり、自分の考えをま
とめたりする。 ・文章を読んで、登場人物の心情や性格が分かる描写を抜き出してみよう。 

○「読むこと」 
・教科書の文章や作品などを読み、感じたり考えたりしたことをまとめる。 ・教科書の文章や作品を読む
ために、必要な語句の意味や漢字、言葉のきまりなどについて調べる。 ・教科書の古文や漢文を音読す
る。 

・長文読解力をつけるために繰り返し文章を読む。 ・登場人物の心情や性格がわかる描写を抜き出してみよ
う。 ・描写から、作者が伝えたかったことは何だろう? 

・登場人物を中心に感想をまとめてみよう。 ・説明的な文章ではキーワードやセンテンスを探してみよ
う。 ・その文章に対する自分の考えを書いてみよう。 

〇その他 
・ことわざについて調べてみよう。 ・文章に出てきた熟語について調べてみよう。 ・慣用句について調べ
てみよう。 ・先生が指示した言葉を使って短文を作ってみよう。 

3 宿題について 宿題は出す部と出さない部があります→部で統一を図る 通常の授業日と同様、必要に応じ
て、無理のない範囲で示して下さい。無理のない範囲という表現が曖昧ですが、現在、児童・ 生徒は平日は
現地校でのリモート及び課題を与えられる形での授業で過ごしています。そこに毎週日曜日にプリンストン
日本語 学校の国語・日本語の学習課題が与えられ、自分で課題をこなす形の学習時間が多くなっているこ
とも意識する必要があります。 ただし、本校としては、国語、日本語の継続、繰り返しということは大事な
ことでもある上、夏までに少しずつ取り戻さなけれ ばならない内容もあるので、考慮しながらも総合的に判
断していく必要があります。 

普段から日本語学校では、保護者は第二の担任、家庭は第二の学校ということで協力をお願いしていること
もあるので、学校 の宿題にもうまく関わってもらいながら、学校と家庭の両輪で学習効果を高めていくこと
も大切なことかと思います。 

今、学校で借りることはできませんが、日本語の本を少しずつ読む宿題も家庭の協力でできると思います。 

4 配信について 

(1)「学習サポート」計画表は、各部長、ディレクターに定められた日までにメール添付等で提出します。 

(2)その後、自分の学級の保護者に「学習サポート」計画表のデータを配信します。 

各家庭向けには、※今年度から以下1の、グーグル・クラスルームでの配信を基本としていく予定です。 

グーグル・クラスルームの設定が日程的に間に合わない場合は、2の昨年度まで(例年通り)の方法で、先生方
が全保護者 のアドレスをメーラーに登録して一斉配信を行います。グーグル・クラスルームは期日までにIT
係さんが作成してくれるこ とになっています。数年前から保護者のIT係が中心となってGoogle for 
Education上のグーグル・クラスルームを活用す る準備を進めてきました。既に何人かの先生方も活用され
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ています。使い勝手としては、今まで本校が活用してきたグーグル・ フォルダに似たイメージです。最近で
は、運動会の「種目別進行表」「運動会の反省」学習発表会の「各学年の台本」の保管、 改訂作業等に活
用されています。その中の一つがグーグル・クラスルームです。 

何よりも今回は、IT係の木内さんが中心になってサポートしてくれますので、分からないことがあったら、
木内さんが対 応して下さることになっています。各クラスのグーグル・クラスルーム自体は、IT係の方で
作ってくれていますので、最初 の設定で、担任から保護者に向けてグーグル・クラスルームへの招待をしな
ければなりません。これに関しても、先生方が自 分の学級の保護者のメールアドレスを管理していれば、招
待することは可能ですし、時間は要しますが、IT係にそれを依頼 することもできます。保護者は、担任の先
生又はIT係からの招待を受け自分のクラスにログインします。その際にグーグル のアカウントが必要になり
ますが、現地校の多くがグーグル・クラスルームを活用しているので、既にグーグルのアカウント を持って
いる保護者と子供が多いと思います。また、本校のグーグル・クラスルームに対して、保護者は自分とは別
に子供の アカウントで登録する場合もあると思います。グーグル・クラスルームに関しては、子供たちが中
心で取り組むので、その設 定も許容されます。 

1 グーグル・クラスルームを通じての一斉配信。 既に作られている先生方の学級のグーグル・クラスルーム
に入り、授業→作成→課題で、そこに「学習サポート」計画表を読み込む形になります。慣れてしまえば、
2の保護者向けのメールを作成して「学習サポート」計画表を添付して送信するよ りもはるかに簡単な作業
になります。何かコメントを送る場合もその場で作成して送ることも可能になります。実際グーグル・ クラ
スルームの中でも「学習サポート」計画表を作成することはできますが、いつもデータをグーグル・フォル
ダに置いてお くのが不安だったり、ワードでデータを作成する方が安心(私はワードで作成しています)だっ
たりする場合は、今まで通り ワードで作成し、その週の「学習サポート」計画表のデータをそのままグーグ
ル・クラスルームにドロップすれば、各家庭に 届けることができます。グーグル・クラスルームは「学習サ
ポート」計画表や教材の配信の他にも、様々な機能があるので、 発展性が望めます。慣れて、使いこなせる
ようにしていきましょう。 

2 先生方からメールソフトを使って添付ファイルで配信 例年の通りの年度当初の各学級の事前準備で行って
いる形で、全保護者向けのメール送信先(アドレスを)を確認し、全家庭への「学習サポート」計画表の送信
準備を行い、授業日の前日に送信します。 

〇配布資料については、「学習サポート」計画表の他に、普段の授業日と同様、「学級だより」等も今まで
通り配信可能です。も ちろん8月からの配信でも構いません。 

5 通知表について 

8月16日から通常の授業が始められた場合、出席日数も生じるので、通知表自体は10月4日の前期の終了時
に、出席日数 等を入れて発行することになります。事務所の方としては、今後変わる可能性もありますが、
8月からの授業もありますし、8 月からの所見(書ける範囲で)や、評価可能な項目はする形になると思いま
す。 

6 他の部の情報について 

(1)幼稚部 

〇週に一度、プリントを二枚程度配布します。和田先生保有のPDFのデータより、二クラス分配布。 

プリントは、保護者と一緒にやってもらい、希望する人は夏休み明けにまとめて担任に提出してもよい、提
出すれば担任が 丸をつけて返却する。毎週の提出や添削などは行わない。 

〇夏休みの宿題は、別途配布する予定。 〇幼稚部としては、メールも子供が読めるわけではないので、先生
とのつながりを少しでも作るために、先生が話す動画を見 

て、添付のプリントで文字の勉強をしてもらいたいという希望があり、内容的には担任が普段行っている文
字指導の様子を 10分程度の動画にとって、配信したい意向。双方向ではなく、予め作成された動画データ
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の配信とのこと。 

(2)高等部 

教材は教科書、および担当の先生が作成した教材を使用。 

〇国語・文学 
1 テキストを指定(教科書および副教材)し、課題も与えて自習。次回に解説・解答を配布。 2 説明の必要な
部分は、スライドを配布して、説明の音声ファイルと一緒に見てもらう。 〇時事問題・小論文 
1 時事問題は、資料及びスライドを配布して、音声ファイルと共に見てもらう。 
2 小論文は課題を出して、提出させ、添削・講評を戻す。 
〇日本史 
1 スライドを音声ファイルと共に見てもらう、予め作成されたデータで一方通行の講義。 
2 簡単な復習用の課題を出し、次回に解答・解説配布。 
〇漢字 
1 各人の目標級に合わせて、過去問、教材を配布して自習。 2)その他、四字熟語、漢字クロスワードなどを
配布して自習 

「学習サポ䞊ト」※こ䛾枠䜢䝰䝕䝹䛻し䛶ください 計 画 表 記入例         㸦小学㒊 㸰年⏕㸧  

ᤵᴗ᪥ 㸳᭶○○᪥ ᩍ ⛉ 国 ㄒ ᢸ 任  ○○ ○○  

単 

元 

名 

「たんぽぽのちえ」 

※カリキュラムの᪥⛬により単元名が増える場合があり

ます。 

‽ 

 

備 

・ᩍ⛉᭩ ・ノート ・こくごがくしゅうノ䞊ト  ・かん字

の学しゅう ・くりかえしかんじド䝸䝹  䞉形成プ䝸䞁ト 

・➹グ⏝具㸩㉥えんぴつ 必せなものを♧して下さい 

今᪥の┠ᶆ じゅんじょに Ẽをつけてㄞもう ⮬己ホ価 㸲・㸱・㸰・㸯 

※㛫を㸲コマにしています。ㄢ㢟によって㏿く⤊わる㛫もあれば、そうでない㛫もあると励みになると思います。 

 㛫 学 ⩦ 内 容(ᬑẁのᤵᴗィ⏬を入れ、それにά動を㸩します) ㄢ  㢟  㸦取り⤌むポイント㸧 

㸯 国

ㄒ 

 

 

 

 

 

 

◎「たんぽぽの ちえ」ᩍ⛉᭩㹎㸲㸯㹼㹎㸲㸵までㄞむ。 

 ・᪂しいかん字は、下のらんをぢて ㄞみましょう。 

〇はじめの かんそうを ᭩きましょう。 

おもしろいとかんじたこと、ふしぎだと思ったこと、はじめて

▱ったことはありませんか㸽 

〇᪂しい かん字を れんしゅうして、ぬえましょう。 

〇ノートに「たんぽぽの ちえ」と᭩く 

〇ᩍ⛉᭩をㄞんだら「はじめの かんそう」を᭩

きましょう。 

・ノートに「はじめの かんそう」と᭩いてから、

㸴⾜くらいに まとめて᭩きましょう。 

〇くりかえしかんじド䝸䝹 㸯㸳から㸯㸵まで、ド

リルに᭩いて れんしゅうしましょう。㹀のえ

んぴつで、᭩きじゅんをよくぢて᭩きましょう。 

㸰 国

ㄒ 

 

 

 

 

 

 

 

◎「たんぽぽの ちえ」 どんなちえがあるのかな 

〇たんぽぽが、いつ、どんなちえをはたらかせているか、それが

᭩いてあるところに、ᩍ⛉᭩にえんぴつで せんをひきながら

ㄞみましょう。 

 ・ᩍ⛉᭩㹎㸲㸶の下の⤮をぢて ちえをたしかめましょう。 

 →⤮があらわしていることばに せんがひいてありましたか㸽 

〇こくごがくしゅうノ䞊トの㹎㸯㸮と㹎㸯㸯をしましょう。 

 

〇今度はᩍ⛉᭩の「たんぽぽの ちえ」をㄞみな

がら、たんぽぽの ちえが᭩いてあるところに、

ᩍ⛉᭩に せんを引きながら、ㄞむ。 

 

 

〇こくごがくしゅうノ䞊ト㹎㸯㸮と㹎㸯㸯の①から⑥

までしましょう。 

・⤊わったら、こたえをたしかめましょう。 

㸱 国

ㄒ 

 

 

 

 

 

 

 

◎「たんぽぽの ちえ」 たんぽぽの かしこいところ 

〇まえの㛫に、たんぽぽの ちえで ᩍ⛉᭩に せんをひいた

ところを みじかくノートに᭩きだしましょう。 

〇こくごがくしゅうノ䞊ト㹎㸯㸰と㹎㸯㸱をして、たんぽぽの ちえ

を たしかめましょう。 

 

 

 

○形成プ䝸䞁トの㸶①れんしゅう①をしましょう。 

 

〇ノートにまえの㛫に ᩍ⛉᭩にせんをひいた

たんぽぽのちえを᭩きだします。 

〇たんぽぽの ちえをたしかめるため、こくごがく

しゅうノ䞊ト㹎㸯㸰の㸯から㸲をしましょう。それ

から、㹎㸯㸱のを㸯から㸰をして、たんぽぽのち

えについて、思ったことを᭩きましょう。 

・⤊わったら、こたえをたしかめましょう。 

○形成プ䝸䞁トの㸶①れんしゅう①をしましょう。 

㸲 国

ㄒ 

 

 

 

か

ん

字 

➼ 

 

◎「たんぽぽの ちえ」 じゅんじょ まとめ 

〇ᩍ⛉᭩㹎㸳㸯「じょうほう」をㄞみ、「たんぽぽの ちえ」のよ

うな せつめいᩥでは、じかんなどの じゅんじょでせつめい

されていました。じゅんじょについてまとめましょう。 

〇「あさ おきてから した こと」をじゅんじょが 分かるよ

うに ノートに᭩きましょう。 

〇「たんぽぽの ちえ」を㡢ㄞしましょう。 

 

○形成プ䝸䞁トの㸯㸮③れんしゅう③をしましょう。 

〇かん字の学しゅう㹎㸯㸷㯤と㹎㸰㸮Ⰽ㹎㸰㸯㯮をしましょう。 

〇ノートに「じゅんじょ」と᭩き、㹎㸳㸯の三つ

のじゅんじょ・じかん、しかた、たいせつさ そ

れぞれの じゅんじょを᭩きましょう。 

〇「あさ おきてから した こと」をじゅんじ

ょが 分かるように ノートに᭩き、いえの人に

ㄞんでもらいましょう。 

〇たんぽぽの ちえを㡢ㄞし、いえの人にサイン

をもらいましょう。 サイン〔       〕 

○形成プ䝸䞁トの10③れんしゅう③をしましょう。 

〇かん字の学しゅう㹎㸯㸷から㹎㸰㸯をする。 

宿 㢟 

 

〇かん字の学しゅう、を㸯᪥㸯ページしましょう。今㐌は(᭶)㹎㸰㸰太、(ⅆ)㹎㸰㸱ẟ、(Ỉ)㹎㸰㸲㧗、(ᮌ)㹎㸰㸳㢼、

(㔠)㹎㸰㸴ᬕ、(土)㹎㸰㸵多。  ィ⏬⾲は㛫によって㛗▷が出ます。㸯ページに収まらなくても大丈夫です。 
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ྚのさわやかな季ઇとなりました。皆༹いかがお過ごしでしょうか。 
さゆりです。෯୴は、岡ຌਇཀྵたせていただきます୴の࣍೧ౕ一೧ਫ਼をणけࠕ
ਫ਼がແめてくださいます。どうぞよろしくお願いします。 
ঘ学校ਫ਼活を࢟める期ଶと喜びでঘさな胸をらませていた一೧ਫ਼のみなさんが、 
学ࣞを行うことなく現ࡑにࢺっているのは、ร೨です。の見えないຘೖがକき
ますが、安સに学校ਫ਼活ができるようになるまで、みんなで感ઝ༩をৼがけ、ࠕのこ
のࠖೋなয়況をり越えていきましょう。 
さて、学校からのおஎらせにもありますように、５月１７ೖからࠅ語の「学सサポー
ト」を࢟めることになりました。すべてがॵめての経験になる一೧ਫ਼には、学सを࢟め
るにਐにけてほしい基ຌదなこと、ਜ਼しいࢡ、鉛ජの࣍ち๏ࢨすることが৯々
とあります。ຌཔならば学校で繰りศしࢨすることも、「学सサポート」ではॉにで
きないもड़てくるとはࢧいますが、基ຌదなことはできるだけ಼༲にりࠒんでいき
たいとࢧいます。 
学सサポートは、ॕୌも含めておࢢさん๏がすることになります。ひらがなの学सを
していない一೧ਫ਼には、ಣめない、からないこともଡ々ड़てくるかとࢧいます。ฯ護
ंの皆༹にはおघ਼をおかけすることになりますが、ご家ఋでのサポートへのごཀྵ解と
ご協ྙをいただきますよう、よろしくお願いします。 
               
ᲫᲨᣐࠋཋについて 
ೖഓාされた教ࡒと෯教ࡒは࣏の௪りです。チェックをお願いします。ଏのも
のがありましたら、ご࿊ཙください。５月１７ೖからの「学सサポート」で࢘༽する教
 。には、〇をしました。そのଠのものは、お家でฯ管しておいてくださいࡒ

学೧だより 

プリンストンೖຌ語学ึߏसߏ෨１೧ ２０２０೧５月１７ೖߺ 

 
ୀの 

 
１． 

 
こくご（） 

 
〇 

 
෯教ࡒ 

 
１ 
たのしいおけいこひらが
な・すうじ 

 
〇 

  
２ 

あたらしい 
さんすう ᶅ 

 
 

  
２ 

 
さんすうのྙ（） 

 

 
３ 

あたらしい 
さんすう ᶆ 

 
 

 
３ 
こくごのがくしゅう 
ノート（） 

 
〇 

 
４． 

 
しょしゃ 

 
〇 

 
４ 
たのしくおぼえる 
カタカナ 

 

 
５ 

あたらしい 
せいかつ（） 

 
 

 
５ 
かん࣊の 
学しゅう 

 

 
６ 

 
どうとく １ 

 
 

 
６ 

 
 語の形プリントࠅ

 
〇 

 
７ 

 
ずがこうさく（） 

 
 

 
７ 

 
 の形プリント਼ࢋ

 

 
８ 

 
ঘ学ਫ਼のおんがくᶅ 

 
 
ノート １ ࠅ語のノート（ॐ１０マス） 〇 

  のノート（ॐ７マス）਼ࢋ ２

ᲬᲨܖ፼Эにแͳするもの 
机のに༽意させてください。最ॵは一ਕでできなくても、অ々にࣙのྙでできる
ようにごࢨください。形プリントはචགྷなものだけを༽意してください。 
 
１）国語の教科ॽ（）                  
２）ノート 
３）ॽࣺのຌ 
４）国語の学सノート 
５）たのしくおぼえるひらがな・すうじ 
６）形プリント 
７）ජ記༽具 鉛ජ（Ｂか２Ｂ）３～４ຌ（ࡡったものを༽意すること。）、 

鉛ජ、੪鉛ජ、ভしゴム、ミニఈ規、下ීき（༽意できれば） 
８）バインダー 学सサポートでखりૌんだものを、ひとまとめにバインダーに௴じて  

おいてください。開校࣎にड़していただきます。 
 
 
お願い：をにするस慣をつけるために、࣍ちすべてに໌をॽいてください。 
    ಝに、鉛ජには一ຌずつ記໌するようにお願いします。 
 

 
ᲭᲨ丸˄けについて 
国語の学सノート、形プリントの丸けは、ご家ఋですませてください。解はご
家ఋでฯ管していただき、鉛ජ（ペン）で丸けをし、間違ったところはਜ਼しいえ
にॽきさせた後、੪鉛ජで丸をつけてください。 
音ಣカード、国語の学सノートや形プリントは、開校࣎にチェックさせていただき
ますので、バインダーに௴じておいてください。 
  
 
ᲮᲨひらがなのጀ፼について。 
ॽࣺのຌをࢂ考にして、「とめ・はね・はらい」などに気をつけて、ॽく࿇सをさせて 
ください。ජ圧に気をつけ、ゆっくりとていねいにॽくことをस慣づけてほしいとࢧい
ます。 
 
 
ᲯᲨ᪦ᛠについて 
「音ಣ」はಝになので、極దにखりૌんでいただきたいとࢧいます。ຘुॕୌ
としてड़しますので、音ಣ囲をಣみशわったら、価ཟに記してください。サイン
もお願いします。 
 
 
ᲰᲨ今ᡵのଢ଼ӽについて 
 音ಣの後に、繰りศしにड़してಣむ࿇सをさせてください。 
 



情報交換会資料　30

 



情報交換会資料　31

 

補習授業校情報交換会#7「␜っ␉␢大変、1年生と幼稚園」 

 

⑶⑾日本語補習授業校 堀米 いつ代 

 

休校中、Zoom使用して⑾⑴⑾授業実施してい␣。幼稚部では、年少組は入学時期

遅␡せ、年中と年長の␗授業実施。在籍者数は年中１６名、年長１８名、小１は１５名であ

␣。 
 

【活動例・授業の工夫】 

年中 

「␚のさがし」…講師が出した課題（特定の色・形・その他）に合う物家の中か␡探 

し、画面前に持ってく␣。 

➡幼児が能動的に参加でき␣。␖た、体動かすことに␠␢、活動に変化つけ、その後 

の集中力促すことができ␣。ただし、探す時間に個人差があ␣ので、工夫が必要。 
 

年長 

「授業前の時間活用す␣」…授業前に早␙に入室して␚␡い、学習課題に沿った手作業␜

工作に取␢組で␚␡う。共有画面にて課題表示。動機付けとな␣␠う、授業前の活動内容

授業で使用した␢、紹介した␢す␣。␖た、授業内で扱う課題と関連付け␣ことで、授業との流

␤ができ␣␠う留意してい␣。ただし、授業前の活動に熱が入␢、授業中に疲␤が出てし␖う幼

児がい␣ので、授業数分前に休憩と␣␠う促してい␣。 
 

小１ 

「Zoomの投票機能活用す␣」…参考資料「５月２日『かずかこう１～５』」 

➡択一問題なので、PC知識がない幼児␜児童で␚容易に取␢組␘ことができ␣。 

 

【③⑴⑄面】 

・保護者の支援受け␣ことができ␣ので、授業進行し␜すい。 

・保護者に学習⑨⑾伝え␣ことができ␣ので、␠␢的確な家庭支援得␡␤␣␠うになっ

た。 

➡参考資料：学級通信②、５月２日「かずかこう１～５」 

・保護者が毎週の授業内容知␢、さ␡には自分の子ど␚だけでなく、他の子ど␚達の様子␚

🍀 ケルン ********************************



情報交換会資料　32

 

 
 
㹼⟬数ができる子になる勉強のコツ② 㸰㸮㸰㸮年㸳᭶㸷日㹼 

 

前回䚸䛂䠍䡚䠑䛃䜎䛷䛾指導䜢䛧䛯䚹本日䛂䠒䡚䠍䠌䛃䜢扱䛖䚹今㐌号䛷䛿䚸数字䛾形䜢

正䛧䛟䛸䜙䛘䛶䚸正䛧䛔書䛝㡰䛷書䛟䛣䛸䛻䛴䛔䛶䛾䝁䝷䝮䜢掲載䛧䛯䛔䚹 

 

 

 

正䛧䛔書䛝㡰䛷漢字䜢書䛡䜛子䛷䛒䛳䛶䜒䚸漢字䛜䛷䛝䜛䛸䛔䛖䜟䛡䛷䛿䛺䛔䚹䛡

䜜䛹䜒䚸正䛧䛔書䛝㡰䛷書䛡䛺䛔子䛻漢字䛜䛷䛝䜛子䛿一人䜒䛔䛺䛔䚹䛭䛾䛟䜙䛔書

䛝㡰䛿漢字䜢身䛻䛴䛡䜛上䛷䚸大切䛷䛒䜛䚹䛣䜣䛺䛣䛸䛿䜟䛦䜟䛦䛣䛾紙㠃上䛻書䛛

䛺䛟䛶䜒分䛛䛳䛶䛔䜛人䛿多䛔䚹䛡䜜䛹䜒䚸䛭䜜䛜䜂䜙䛜䛺䜔䜹䝍䜹䝘䚸䜎䛧䛶䜔数字

䛻䛺䜛䛸䚸少䚻書䛝㡰䛜誤䛳䛶䛔䛶䜒䜘䛔䛸考䛘䜛人䛿䛔䜛䛾䛷䛿䛺䛔䛰䜝䛖䛛䚹書䛝

㡰䜢正䛧䛟覚䛘䜛䛸䛝䛻大切䛺䛣䛸䛿䚸㡰番䜢覚䛘䜛䛣䛸䜘䜚䜒䚸文字䜔数字䜢書䛟䛸䛝

䛻䛿䚸書䛟㡰番䛜䛒䜛䛣䛸䜢知䜚䚸䛭䜜䜢意識䛧䛶䛔䜛䛛䛹䛖䛛䛺䛾䛷䛒䜛䚹䛴䜎䜚䚸書

䛝㡰䜢意識䛧䛶䛔䜛人䛿䚸全䛶䛾文字数字䛾書䛝㡰䛻䛚䛔䛶䠄覚䛘㐪䛔䜢㝖䛝䠅正䛧䛟

書䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛧䚸䛭䛖䛷䛺䛔人䛿全䛶䛾書䛝㡰䛻䛚䛔䛶正䛧䛟書䛡䛺䛔䛾䛰䚹 

䛸䛿䛔䛘䚸幼児期䛿注意䜢要䛩䜛䚹手指䛾発㐩䛻䛚䛔䛶䜒個人差䛜䛒䜛䛜䚸見䜛

力䛻䛚䛔䛶䜒大䛝䛟異䛺䜛䚹後者䛻䛴䛔䛶䛿䚸文字䜔図形䛺䛹䜢䜎䛽書䛝䛥䛫䛶䜏䜛

䛸発㐩具合䛜䛩䛠䛻䜟䛛䜛䚹例䛘䜀十字型䜢書䛛䛫䜛䛸䛧䜘䛖䚹大人䛷䛒䜜䜀䚸漢数

字䛾䛂十䛃䛾䜘䛖䛻横線䜢描䛔䛯後䛻縦線䜢描䛟人䛜多䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛰䜝䛖䛛䚹䛧䛛䛧䚸

幼児䛿䚸縦線䛛䜙描䛟子䛜䜋䛸䜣䛹䛷䛒䜛䚹幼児䛾目線䛿上䛛䜙下䛻走䜛䛸䛔䛖特徴

䛜䛒䜚䚸横線䜘䜚縦線䛜優先䛥䜜䜛䛛䜙䛺䛾䛰䚹䜎䛯䚸横線䜢描䛟䛸䛝䜒大人䛷䛒䜜䜀䚸

左䛛䜙右䜈線䜢引䛟䛜䚸幼児䛿右䛛䜙左䜈䛸描䛟子䛜多䛔䚹䛣䜜䜒䚸幼児䛻䛿左䜘䜚

右䛜優先䛥䜜䜛䛛䜙䛷䛒䜛䚹総合䛩䜛䛸䚸幼児䛻䛿横線䜘䜚縦線䚸短䛔線䜘䜚㛗䛔線䚸

直線䜘䜚曲線䚸単純䛺線䜘䜚複㞧䛺線䜢先䛻描䛟傾向䛜䛒䜛䚹䜂䜙䛜䛺䛾䛂䜙䛃䜔䛂䜘䛃

䛾書䛝㡰䛻誤䜚䛜多䛔䛾䛿䚸縦線䛜䜎䛪目䛻入䜛䛯䜑䚸䠎画目䛛䜙書䛝出䛧䛶䛧䜎䛖

䛯䜑䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸䛂䛸䛃䛺䛹䛻㙾文字䛜多䛟䜏䜙䜜䜛䛾䛿䚸縦䛻目䛜⾜䛝䚸全体䛾䝞䝷

䞁䝇䜢ぢ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛟䛺䜛䛯䜑䛷䛒䜛䚹 

数字䛻䛚䛔䛶ㄗ䜚䛜多䛔䛾䛿䚸䛂䠔䛃䛂䠕䛃䚸䛭䛧䛶䚸䛂䠌䛃䛷䛒䜛䚹㉳筆䛜異䛺䛳䛯䜚䚸

筆䛾㐠䜃䛜反対䛷䛒䛳䛯䜚䛩䜛䚹䛂䠏䛃䜔䛂䠑䛃䛿㙾文字䛻䛺䜚䜔䛩䛔数字䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸

日本䛾算数䛷䛿䚸䛂䛔䛱䛃䛸䛂䛧䛱䛃䛿䚸䛂䡈䛃䛸䛂䠓䛃䜢⾲グ䛧䚸䝗䜲䝒ㄒ⾲グ䛸䛿区別䛧䛶指

導䛩䜛䚹 

正䛧䛔書䛝㡰䛷書䛟䛣䛸䛿大切䛷䛒䜛䛜䚸䛣䛖䛧䛯幼児䛾特徴䜢理ゎ䛧䛺䛔䛷䚸正䛧

䛔書䛝㡰䜢強せ䛩䜛䛣䛸䛿䚸幼児䜢混乱䛥䛫䚸䜔䜛気䜢摘䜏取䜛結果䛻䜒䛺䜛䛣䛸䛜

䛒䜛䚹子䛹䜒㐩䛾様子䜢ぢ䛺䛜䜙䚸働䛝䛛䛡䜛䛣䛸䛜大切䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸䛚手本䛿幼児

䛾左側䛻置䛟䛾䛷䛿䛺䛟䚸正㠃䛻置䛟䛸䛔䛳䛯工夫䜒取䜚入䜜䜛䛸䜘䛔䛰䜝䛖䚹 

 

 

䛂数䛾概念䛃䛜㌟䛻付䛔䛶䛔䜛子䛿䚸次䛾䜘䛖䛺子䛷䛒䜛䚹 

 

䠍䚸䠎䚸䠏䞉䞉䞉䞉䞉䞉䛸䛔䛖数字䚸䛔䛱䚸䛻䚸䛥䜣䞉䞉䞉䞉䞉䞉䛸䛔䛖数モ䚸䕕䕕䕕䞉䞉䞉䞉䞉䞉䛸䛔䛖数

䛘䜛䜒䛾䛜䚸全㒊同䛨䛷䛒䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛜分䛛䛳䛶䛔䜛 

 

例䛘䜀䚸䝗䝑䝒䜹䞊䝗 䖃䖃䖃 䜢䜁䛳䛸ぢ䛶䚸䛂䛥䜣䛃䛸答䛘䜙䜜䜛子䚸䛒䜛䛔䛿 䠏 䛾

数䜹䞊䝗䛜㛫㐪䛔䛺䛟取䜜䜛子䚸䛭䛧䛶䛂䛥䜣䛃䛸ゝ䛳䛯䜙䚸 䠏 䛾䜹䞊䝗䛜㛫㐪䛔䛺䛟

取䜜䜛子䚸䛭䛾䜘䛖䛺子䛷䛒䜜䜀䚸䛂数䛾概念䛃䛜確実䛻㌟䛻付䛔䛶䛔䜛䛸ゝ䛘䜛䚹 

 ㏫䛻 䖃䖃䖃 䛾䜹䞊䝗䜢ぢ䛶䛂䠍䚸䠎䚸䠏䛃䛸䖃䜢数䛘䛶䛂䠏䛃䛜分䛛䜛場合䛻䛿䚸数䛾

概念䛜䜎䛰十分䛻形成䛥䜜䛶䛔䛺䛔䠄䠏䛾䜎䛸䜎䜚䛜㢌䛾中䛷䜲䝯䞊䝆䛥䜜䛶䛔䛺䛔䠅

可⬟性䛜䛒䜛䚹 
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🍀 ノールバドカレー ********************************

2020年6月8日現在
ノールパドカレー補習授業校

ZOOMなどビデオの双方向の授業の取入れの必要な場面（覚書）

本校の場合、ロックダウンが長期化されないかもしれないことを想定して　遠隔授業を
開始しました。優先したのは　①いつも授業していた時間は必ず日本語の勉強にあてさせ
る習慣の継続、②諸所のわずらわしさを軽減するため、ひとまずメールで授業時間中必ず
行う課題と宿題の告知でした。

このように　ビデオ授業を入れなかったため、本校における「ビデオ授業=教員が必要な
場面」というのが　浮き彫りになったように思います。今後の授業においても、以下の局
面においてICT環境を駆使した授業を行っていくようにしたいです。

＜ビデオ授業=教員が必要な場面＞

①既存の資料（YOUTUBE、NHK FOR SCHOOL、保護者の指導、プリント、ワーク、な
ど）を使っても、まだ子供がわかっていないとき

②（思春期の）子供が保護者の言うことを聞かないとき
（教員と子供の関係が必要な時）

③クラスメート間でコミュニケーションが必要な時

④教員が子供（及び家庭）の様子を把握したいとき

⑤クラス運営のリズムを変更する必要があるとき
（だれてきて、学習や習慣のリズムを変える必要性があるとき）

⑥聞く・話すの課題

⑦クラス学習における学習マナーの習得

⑧年齢があがると、学習内容が難しくなり、保護者がケアしきれていない内容が出てしま
い、教員の指導が必要になることがある。


